15　特別休暇に関する規定
第○条（特別休暇）

１．次の各号の一に該当するときは所属長へ申し出ることにより特別休暇を付与する。ただし、試用期間中の者又は３カ月以内に退職が予定されている者はこの限りでない。

(1)　結婚休暇

入籍の日又は挙式日のいずれか早い日から起算して６カ月以内において、継続した５日間まで

(2)　忌引休暇（配偶者、子、父母、祖父母の場合）

死亡の日の翌日から起算して、継続した３日間まで

(3)　病気休暇

医師が労務不能と認め、療養する期間（上限を90日間とする）

(4)　リフレッシュ休暇

①　勤続年数　満15年の者　継続した７日

②　勤続年数　満25年の者　継続した10日

(5)　裁判員休暇

裁判員候補者又は裁判員若しくは補充裁判員となって裁判所に出頭する日及び往復日

２．第１項で定める休暇日数には、第□条の休日を含む。

３．第１項の特別休暇を請求しようとする場合は、その事由･期間等を明記のうえ、予め所属長に届出なければならない。予め届出ることができなかった場合には、事後に遅滞なく届出なければならない。所属長が業務の都合上やむを得ないと認めた場合には、請求された時季を変更させることがある。

４．前項の手続きを怠った場合、原則として無断欠勤として取り扱う。
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